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中学校の英語科授業における「主体的・対話的で深い学び」	
―	FonF とスキット作りの活用	―	
教科高度化分野（17220913）齋	 藤	 昌	 広	
	
	 新学習指導要領（文部科学省，2017）に，「どのような資質・能力の育成を目指す
のかを明確にしながら，教育活動の充実を図るものとする」とある。また英語では
「単元など内容や時間のまとまりを見通して，その中で育む資質・能力の育成に向
けて，生徒の主体的・対話的で深い学びの実現を図るようにすること」とある。資
質・能力の育成のためには「主体的・対話的で深い学び」が必要である。本研究で
は，FonF の原理とスキット作りの手法を通して，「主体的・対話的で深い学び」に
つなげる方法を考察する。	
	
［キーワード］言語活動，FonF，スキット作り，深い学び	
	
１	問題の所在と研究の目的	
(1)問題の所在と研究の背景	
	 「英語の苦手意識を無くさせる授業，一つの文
法事項を何度も繰り返して，暗記をして，その授
業で覚える授業，新しいことでなくて良いから，
そのような指導法を身につけてくるように」と勤
務校からは言われてきた。定期テスト直前に，何
度も繰り返し練習させることで，得点アップには
つながった生徒もいたが，英語学習に対する意欲
にはつながらない生徒もいた。そこで，生徒に学
習意欲を持たせるために，チャンツを使った文法
の導入や文法事項の定着のために毎時間，１文程
度の英作文をさせていた。	
	 単なる繰り返しで英語は身につくのであろうか。
和泉(2009)によると，これまでのSLA研究（第二
言語習得研究）で得られた重要な知見の１つとし
て，言語習得は単なる断片的知識の積み重ねや，
機械的な反復練習で起こることではないことが挙
げられると述べている。学習者は，母語の知識や
動機付け，学習意欲，コミュニケーションの必要
性や心理言語的な学習制約要因など，様々な内的
要因によって強い影響を受ける。それらに，イン
ストラクションやインプットなどの環境的要因が
複雑に絡み合って起きていくのが，高度に認知的
な第二言語習得の過程であると考えられる。	
新学習指導要領では，「知識・技能」という形で
根底となる力を再認識し，「確かな学力（思考力・
判断力・表現力等）」として実生活で応用していく
ことが求められている。その力をつけるために，
今，授業の見直しが迫られている。	
(2)	研究の目的	
	 本研究の目的は，従来の文法指導中心のシラバ
スではなく，コンテンツから入るFonF（フォーカ
ス・オン・フォーム）の原理とスキット作りの手
法を用いることで，題材をどのように工夫すれば
「主体的・対話的で深い学び」（アクティブ・ラー
ニング）につなげられるかを探る。	
(3)	研究の方法	
	 教職専門実習Ⅰでは中学１年生を対象に「リサ
イクル」の授業を行った。また，教職専門実習Ⅱ
では，中学２年生を対象に「道案内」の授業を行
った。それぞれの授業を通して，生徒が関心を持
っている事柄や生徒の様子を観察・記録し，生徒
の自己評価の記述をもとに学びの深まりについて
分析，考察する。	
	
２	先行研究より	
(1)FonF（フォーカス・オン・フォーム）	
	 和泉（2009）によれば，FonF（フォーカス・オ
ン・フォーム	Focus	on	Form	–	FonF）は，「言語
形式の焦点化」とも呼ばれている。形式重視の教
授法（Focus	on	Forms）とも，意味重視の教授法
（Focus	on	Meaning）とも区別され，単に両者を
足して２で割ったようなアプローチでもない。２
つの教授法の利点と問題点を考慮した上で，両者
のバランスを質的に達成しようとする試みが，
FonFである。意味に焦点を当てた授業の中で，生
徒が遭遇する発話や内容理解の問題に対して，彼
らの注意を言語形式に向けさせる試みである。
FonFは，最新のSLA研究の知見に基づいた言語教
育アプローチであり，第二言語習得の複雑性を考
慮した上で，効率的且つ効果的な言語教育を進め
ようとするものである。FonF が重要視するのが，
意味ある理解可能なインプットであり，アウトプ
ット，インタラクションである。	
SLA 研究では，学習者同士の対話の中での「気
づき」に注目している。学習者が気づかなければ
ならないのは，単なる言語形式ではなく，それが
何を意味していて，どういう場面で使われている
かということである。そのような「気づき」を支
援する手段としてFonFがある。その意味で，FonF
は，学習者が本来持つ能力を最大限に活かしつつ，
「気づき」という働きを通してその学習者を支援
し，効果的な言語習得に導いていこうとしている。	
FonFは「自然力を養育するアプローチ」として
捉えることができる。伝統的教授法のように「最
初からきちんと押さえていく」のではなく，「最終
的に身につけていく」（Get	it	right	in	the	end）
との姿勢で捉えている。FonFで使われるシラバス
のタイプは，意味内容のある言語使用のコンテク
ストを大切にするため，意味重視の教授法と同様
に，トピックス／テーマ・シラバスやタスク・シ
ラバスを基調とする。また，その言語習得観は，
意味重視の教授法と同様，分析的教授法の立場を
とる。学習者のコミュニケーション・ニーズや心
理言語レディネスといった内的シラバスを重んず
ることから，FonFは学習者主体の教授法と言える。	
(2)スキット作り	
野平・大澤・大窪・添田(2010)は，川崎市立の
中学校教諭によって構成された外国語教育研究会
議のメンバーとして，英語科授業における「コミ
ュニケーションを支える文法指導の研究」を行っ
ている。FonFの原理を取りれた授業展開とスキッ
ト作りの言語活動を実践に取り入れている。	
そこで彼らは複数回にわたって，スキット作り
を取り入れた実践授業を行っている。まず最初の
授業（中学1年生対象）では，名詞の単数形と複
数形をターゲットにしたスキット作りを行ってい
る。その実践の中で見られたスキット作りのメリ
ットとしては，生徒の興味を引きつける工夫があ
ったので，複数形や“How	many	...?”	に，すぐ
に気づくことができたということである。しかし
ながら，同時に，説明がなくても文法事項を理解
できていたので，文法事項の確認を行うことが逆
に授業の流れを遮っていたことや，インタラクシ
ョンや練習が単調で，話題の広がりに欠けていた
こと，練習が不十分だったので，スキット練習で
は自信をもって活動することができなかったこと
などの課題も明らかになった。そこで，それらの
課題の解決を目指し，さらに検証授業を実施した。
その際，前回の実践を踏まえて，後のスキットで
使えるように，例文は対話形式で提示することや，
モデル文をオリジナル化することによってどんな
状況でその形式を使うのか，という理解を深める
こと，何度もスキットを練習できるように，３パ
ターンのペアの組み方を使うなどの改善を行った。
モデルスキットを見ながら，発表する生徒が多か
ったことや，進行形の形式に慣れる練習が不足し
ていたこと，全体がどれくらい理解できているか
を確認するために，個人への指名をもう少し行っ
たほうがよかったことなど，さらなる課題も明ら
かになった。	
	 野平，他（2010）の研究の実践では，「文法知識
を理解させてから使わせる」のではなく，「使わせ
ながら文法知識を学ばせる」ということを意識し
て授業を行っている。彼らは，使う場があるから
こそ学ぶ必然が生まれ，その結果，生徒が自ら学
ぼうとすると考えた。そのため，生徒が「知りた
い」「伝えたい」という気持ちになるような豊かな
内容で，目標となる文法を使う必要がある場面を
設定した。文法指導にインタラクションを用いる
ことにより，「ことばを使う機会」「豊かな内容」
「適切な場面設定」という３つの条件を満たす手
立てを行っている。	
	 この授業実践から，わかりやすい場面設定や内
容を与えると，多くの説明を与えなくて	も生徒は
その文法の意味や使い方に気づくことがわかった。
また，その「気づき」だけにとどまらず，	授業観
察から，ことばを使いながら目標とする文法知識
を身につけ，伝えたいことを表現しようとする生
徒の様子がうかがえる。これらのことから，野平，
他(2010)は，この研究で取り組んできた手立てに
は，一定の効果があったと述べている。しかし，
彼らの実践には，新学習指導要領（文部科学省，
2017）で求められる「主体的・対話的で深い学び」
の要素が含まれていない。より実践的な対話の質
が求められている。そこで本実践では，生徒がよ
り主体的に，より対話的になるよう実践を行った。	
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３	 実践	
	 ６月と11月に，山形市内の中学校で，それぞれ
３週間ずつ教職専門実習を行った。そこでは前項
の理論を受け，生徒が「主体的・対話的で深い学
び」につながるような授業構成の工夫を行った。
その工夫と成果については，以下の通りである。	
(1)FonF の手法を活用した単元の導入の工夫（教
職専門実習Ⅰ）	
教職専門実習Ⅰでは，A 中学校の 1 学年の授業
を担当した。学習する文法事項は「How	many	～	?」
である。生徒がリサイクルについて身近な問題と
して捉えられるような学習活動を目指して，以下
のような活動を行った。	
課題：リサイクル活動について考えよう	
①リサイクルについてグループで考えさせる。	
②教師が出したクイズをもとに，日本のリサイク
ルとアメリカ（サンフランシスコ）のリサイク
ルの取り組みについてグループや全体の話し
合いで比較する。	
③教科書を読んで，登場人物たちのリサイクル活
動について理解する。	
④教科書のアクティビティを通して How	many の
使い方とその答え方を理解して使ってみる。	
アメリカ（サンフランシスコ）と日本（山形）
のゴミの出し方の違いについてクイズにすること
で，生徒の多くが積極的にクイズに答え，外国と
日本の生活文化の違いについて関心を持つ様子が
見えた。	さらに，アメリカ（サンフランシスコ）
と日本（山形）のゴミの出し方の違いについてグ
ループで話し合う活動を行った。発表の様子や感
想を見ると，生徒たちは，外国と日本の違いに気
づくとともに，ゴミの問題やリサイクルについて
を身近なものに捉えた上で，文法練習などの活動
に移ることができていたとわかった。FonFの「意
味に焦点を当てた授業の中で，生徒が遭遇する発
話や内容理解の問題に対して，彼らの注意を言語
形式に向けさせること」の有効性が確認された。	
(2)スキット作りを活用した学び合いの設定（教職
専門実習Ⅱ）	
	 教職専門実習Ⅱでは，B 中学校の２学年の授業
を担当した。学習する文法事項は「Which	bus	goes	
to	～	?」である。生徒が英語での道案内について
身近なこととして捉えられるような学習活動を目
指して，以下のような活動を行った。	
課題：外国からの旅行者に山形の観光地の行き方
を案内できるようになろう	
１時間目	
①JTE と ALT の会話を聞いたり，教師の質問に答
えたりする事で，行き方を尋ねたり答えたりす
る言い方を理解する。	
②Google	Maps（英語版）で行き方を調べる。	
③調べた情報から，グループでスキットを作る。	
２時間目	
①前時に作成したスキットの練習をする。	
②前時に作成した道案内のスキットを発表する。	
③旅行者役と中学生役に分かれ，カードを使った
道案内の対話をする。	
④指名された数ペアが，ALTに道案内をする。	
	 実際にコンピューターを使ってGoogle	Maps(英
語版)を使用して道順を調べることで，課題が「自
分ごと」になり，主体的に取り組んでいる様子が
見られた。	
	 生徒たちが自ら調べたことをもとに，グループ
で協力してスキット作りをすることで，英語が苦
手な生徒でも，得意な生徒でも取り組みやすい活
動になった。	
	 ペアで行き先が書いてあるカードを使って対話
を繰り返すことで，グループで作ったスキットに
主体的に取り組む活動となった。また，カードを
使ったゲーム的な感覚だけでなく，ジャンプの課
題を設けることで，教え合いなど対話的な学びに
つながった。指名されたペアがALTと会話する活
動では，実際のやり取りの場面をイメージした活
動をすることができた。また，ALT が行き先の質
問の仕方を少し変えて行うことで，さらに実際の
場面のイメージを膨らませることができただけで
なく，ペアで協力して，会話を続けることができ
て，深い学びにつながっていた。		
	
４	 考察	
(1)「気づき」の観点から	
	 教職専門実習Ⅱの授業では「東京オリンピック
が間近になり，日本に興味を持った観光客が行き
先について中学生に尋ねる」という場面設定を行
い，実在する場所を使ったスキットを作り，それ
を元に対話をさせた。導入として，文法事項の細
かな説明は行わず，JTE と ALT がモデルの対話を
行った。そのため，単なる言語形式ではなく，ど
のような場面で使われているかということを生徒
たちは容易に理解することができていた。	
(2)主体性の観点から	
	 教職専門実習Ⅰでは，授業の導入でクイズを取
り入れたり，教科書で取り扱われる内容について
グループで話し合いをさせたりした。学習内容を
身近な問題として内容理解につなげることが重要
であると考える。教職専門実習Ⅱの授業では，実
在する場面や場所を使ったスキットを作り，それ
を元に対話を行うことで，より身近な話題として
考えさせた。生徒に生の情報を与えることで，主
体的に取り組める課題となった。また，インター
ネットなどで調べ学習を取り入れたり，さらに
ICT 機器を活用したりすることで，英語が苦手な
生徒の活躍の場，そして学びにつながる生徒同士
の対話が生まれるタスクとなった。そのことによ
り，英語を苦手とする生徒が得意な生徒に頼りす
ぎなくなる。さらに，生徒が互いに多様な意見を
取り入れることにつながる。「ジャンプの課題」を
設けたことも有効であった。まとめの活動として
ALTと生徒の対話を行った。ALTが対話する際に，
モデルの対話では使われていない言い方を使うこ
とで，生徒たちは知っている表現を使って即興で
答えようとして，より主体的に取り組むことがで
きた。単元で扱われる内容や言語表現を，生徒に
とって身近な表現として捉えるために，教科書の
題材をアレンジして，生徒が「自分ごと」にでき
るような工夫をすることが必要である。この事が
「深い学び」につながるものと考える。	
	
５	 到達点と課題	
(1) 到達点	
	 本研究の到達点として３点あげる。１点目に，
意味重視の言語使用のなかで，文法などの形式に
意識を向けさせる指導が重要であるということが
明らかになった。このことは，インタラクション
や練習が単調で，話題の広がりに欠けてしまうこ
とを防ぎ，生徒の表現を広げることが期待される。	
２点目は，扱う題材を生活により近づけること
で，「自分ごと」になり，「主体的な学び」につな
がるということである。このことは，生徒が自ら
表現を引き出そうとしたり，使おうとしたりする
意識が働き，表現を「覚える」という意識はなく，
授業が単調にならなくなることが期待される。	
	 ３点目は，グループで相談して自作のスキット
を作ることで，教え合いから自然に対話が生まれ，
深い学びにつながっていた。このことは，以下の
ような教職専門実習Ⅱの授業を受けた生徒たちの
感想からもわかる：「やっていくうちに聞き方や応
え方がしみついてきた。」「難しい所がたくさんあ
ったけど，何回も挑戦することができた。」「日常
でこんなことがあれば，どんどん活用していきた
いです。」「実際にありそうなシチュエーションだ
ったので楽しかったです。」「日本に観光に来る外
国人が多くなる中，私たち中学生が英語で会話で
きるようになることによって外国人を助け，さら
に日本の良さを伝えられるようになりたいです。」	
	(2)課題	
	 アンケートや授業観察から，主体性を喚起でき
るシラバス作りができ，学習者のコミュニケーシ
ョン・ニーズに答えることができたと考えられる。
ただし，評価をどのようにしていくかについての
課題が残っている。さらに，インタラクションを
どのようにしていくかということや，英語の授業
においての日本語と英語の使用のバランス，スキ
ット作りがモデルの文を作ることだけで終わらせ
ないことなどの課題がある。まとめの活動として
ほかのグループのスキットを見て，さらなる「気
づき」につなげていけるのではないかということ
や，英語でのインタラクションになった時に「気
づき」が深まるのではないかということなど，さ
らなる検証が必要である。	
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